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一言語的側面からの検証1一

石 原 忠 佳

はじめに

筆者は中世スペインで話されていたアラビア語の特徴について,こ れまで

『創価人間学論集』および 『外国語学科紀要』で,2001年 以降数回にわた り

とりあげてきた(1)。 地中海を隔てた対岸のモロッコでは今 日アラビア語が

話されているが,こ の地域一帯のアラビア語口語はきわめて独自の素性を呈

している。しか しその詳細を明らかにするには,今 日では死語 となっている

中世スペインで話されていたアラビア語口語に,そ の手掛か りを求めなけれ

ばならない。

当時南スペインに居住 していたムーア人(2)た ちは,カ トリック勢力によっ

て北 アフリカ方面に追放された後 も,孤 立した環境のもとで自らの言語を使

い続け,彼 らの末商はその言語的素性を連綿と受け継いできた。ここでいう

「孤立した環境」を示唆する最も適切な例は,モ ロッコ北部地中海岸に沿っ

て東西に横たわるリーフ山脈の存在である。この一帯へのイスラーム教普及

の波とは裏腹に(3),ご く近年まで原始宗教的(多 神教的)要 素,ユ ダヤ教的,

さらには原始キリス ト教的要素などが混在 し,言 語的にはアラビア語 とは系

統の異なるベルベル語が今 日でも話 されている。 したがってイベリア半島を

追われたムーア人たちが話 していたアラビア語が,ベ ルベル語 との接触でそ

の形態を大きく変えてしまったことは言うまで もない。
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文法面はともか くも,標 準アラビア語にはみ られないモロッコ ・アラビァ

語の語彙における三重子音の連続について,ベ ルベル語の検証なしには困難

であることを,筆 者は数年前 より認識 し始めている。さらに通常の言語 とは

異なり,遊 牧民によって使用 されてきたベルベル語は,そ の使用地域が平面

上に広がるのではなく,飛 び地状(enclave)に 点在していることか ら,等 語

線(IsoglOSS)な どを用いた言語を定義する際の従来の方法論はあまり功を

奏しない。こうしたことか ら,ベ ルベル語の輪郭 を描 くための新 しい方法論

を,筆 者は今もって模索中であるが,本 紀要で論 を進めていく途中で何か確

固とした方向性が探れれば幸いである。

今後様々な角度から,わが国ではなじみの薄い 「ベルベル」にまつわるテー

マを手掛ける予定であるが,本 稿ではまず ヨーロッパに移住 したベルベル人

に焦点をあてつつ,彼 らの動向がなぜ今日再び脚光を浴びるようになったの

かを考察する。

ベルベル語の概観 「ベルベル」 とは

ベ ルベ ル語 は 「ア フロ ・アジア語 族(Afro-Asiatialanguage)の 一 言語 と

して分類 され ている。 この ア フロ ・ア ジア語族 に属す る言語 は約24あ る と

され,全 体 では4億 人余 りの話者が想定 される。 この語族 の一員 と して整 理

される言語 の使用領域 は,北 ア フリカお よびア ジア地域南西部 に もお よんで

いる。「ア フロ ・ア ジァ語 族」 とい う呼び名 に統一 される以前 は,「 セ ム ・ハ

ム語族」(Semito-hamiticfamily)と い う用語が使用 されていたが,現 在 では

この名称が使 われる機会 は きわめて まれである。

ArnoldEhret(1995)の 定 義 によれば,ア フロ ・アジア語族 に属 する言語

は以下の6つ に大別 されている。

1セ ム語系2エ ジプ ト語系3ベ ルベ ル語系4チ ャ ド語系

5ク シュ語系6オ モ諸語(4)

この うちエ ジプ ト語系 とベ ルベル語系 が,以 前 はハム語 と して分類 されて
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いて,か つてはハム語 を話す人々はハム人(Hamite)と 呼ばれていた。 さら

に 「ベルベル」 という名称は,ギ リシア人やローマ人が北アフリカの先住民

に言及する際に使用 したのがその起源で,植 民地化の際にわけのわからない

言葉 を話す現地の人々を 「バルバリ」(Barbar)と 呼んだことに端 を発 して

いる。「バルバリ」とは語源的には 「異邦人」「野蛮人」「未開人」「粗野」「無

教養」などを示す軽蔑的な通称として使用される。 しか しベルベル人は自ら

を 「アマズィフ」(Amazigh)と 称し,ベ ルベル語での本来の意味は 「自由な

人々」であ り,こ の語はまったく正反対の概念を示 している(5)。

北 アフリカの先住民ベルベル人は,リ ビア,ヌ ミミディア(6),カ ルタゴ

という時代の変遷を経て今 日に至っているが,今 か ら2500年 前にはすでに

文字を持っていたとされる。その後この文字が「ティフィナグ文字」(T血iagh)

と呼ばれるようになった。今 日で もアルジェリア南部の トアレグ族は,こ の

文字を基盤につ くりあげたラテン文字でコムニケーションをとることがあ

る。

ベルベル語の起源は古 く,古来より多 くの言語と隣接 してきた。まずはフェ

ニキア語(7) ,ロ ーマ支配下のラテン語,そ の後アラブ人の征服で北アフリ

カー帯に普及 したアラビア語である。特にアラブ人によって,こ の地域一帯

のベルベル人のイスラーム化は急激に進んだ。

その後近代になって,ス ペインやフランスの保護領 となった北アフリカに

は,ス ペイン語やフランス語 も導入され,ベ ルベル語は多 くの借用語を取 り

入れることになった。 しかし何 と言っても,今 日にいたるまで約130年 間に

わたって共存を続けるアラブ人の言語 との接触は,と りわけ語彙面でベルベ

ル語により大きな影響をもたらしたといえる。

近年におけるベルベル語研究の動向

1993年4月26日,27日 の 二 日間にわたって,ベ ルベル語音韻研 究セ ンター(8)

(CRB)主 催 による国際会議 とシ ンポジュ ウムが 開催 された。 その席上,べ
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ルベル語一 カタルニア語一 フランス語の辞書の編集作業が採択 された。CRB

は東洋言語文化国立研究所(9)(INALCO)の 一部門である。その発端 となっ

たのは,数 多 くヨーロッパに移住 してきたリーフ山地出身者(lo)た ちがもた

らした社会言語学的状況の変化である。スペインのカタルニア地方や ドイツ

へは,リ ーフ地方か ら移住して くるモロッコ人が毎年増加の一途をたどって

いるにもかかわ らず,彼 らの言語を体系的に習得するための教材が皆無 で

あったこと,他 方彼 らに移住先の文化,政 治,経 済,社 会状況などを紹介す

るすべがなかったことが,こ うした作業に着手する要因となっている。

おもに中流階層か らなるスペインや ドイツへの移民者は,移 民先の言語 に

関する知識を持ち合わせておらず,当 初は住民とのコミュニケーションが成

立せず,日 常の社会生活から分離された状況で生活を営んでいた。長年の間

スペイン語を母国語 として受け入れず,カ タルニア語をみずからのアイデン

ティティを誇示する言語 として高揚してきたバルセローナ周辺の人々にとっ

て,母 語の位置づけはきわめて切実な問題であった。そ してまずは,ベ ルベ

ル語をヨーロッパ文字で表記する作業が開始され,ベ ルベル語で書かれた資

料の作成と配布が急務 となった。ベルベル語が話されているモロッコやアル

ジェリアでは,中 央政府による政治的思惑もあって少数民族の存在が無視 さ

れ,ベ ルベル語は社会の片隅に追いやられてきた(ll)。したがって,ヨ ーロッ

パにおいてベルベル語の存在が認識されるに至った以上のような経過は注 目

に値 しよう。これまでアラビア語圏で細々と使用されて きたベルベル語が,

スペイン語が使われているスペインのカタルニア地方で,カ タルニァ語を使

用 している人々によってはじめて認識された事実,す なわち,ス ペイン語 と

アラビア語を度外視 して,ベ ルベル人とカタルニア人の二つの異なる社会言

語集団が一つになった画期的出来事である。

次に北アフリカ諸国一般の言語事情に目を転じると,モ ロッコ,ア ルジェ

リァ,チ ュニジアの三国を訪れる外国人が真っ先にまの当た りにするのは,

フランス語が コミュニケーションのための言語となっている現状である(12)。

それはフランスが従来よりこの地域に多 くの植民地を保有 し,ア ルジェリア
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をはじめとする北アフリカの国々と政治,外 交面でより多 くの交流を樹立 し

てきたからである。とりもなおさずカタルニアで,始 まったベルベル語への

関心を示すこうした動 きは,フ ランスは もとより北アフリカの旧フランス勢

力圏で,次 第に活発化するようになった。INALCOで まずもってベルベル語

辞書の編纂作業が開始 されたのは,こ うした一連の動向と深い関連がある。

「ベルベル」 とい う名称 について

ベルベ ル人の分布地域 は,モ ロ ッコを中心 にアルジェ リア さらにはチ ュニ

ジアに至 るまで,南 西 か ら北 東に走 るア トラス山脈 であった。 ベルベル人 は

今 日の アルジェ リアで は,全 人口3490万 の20～25%に 相 当す る700～870

万 人 を占めている。 ベルベルはカ ビール系(kabilia),シ ャ ウヤ系(Chaouia),

ムザ ブ系(Mzab),ト ア レグ系(Tuareg)の4部 族 に細分化 され,そ れぞれ

の地域のベルベル人が話すベ ルベ ル語 自体 も,順 を追 ってtagbaylit,tasawit,

tamzabit,tamahaqと 呼 ばれ ている。 この うちカビール系 とシ ャウヤ系 ベル

ベ ル人 は定住生活 を基盤 としてい るが,ム ザ ブ系 や トア レグ系 は,今 日で も

オアシス周辺 を移動 して(半)遊 牧 生活 を営 んでいる。

① カビール系 ② シャウヤ系 ③ ムザブ系 ④ トア レグ系

(tagbaylit)(tachawit)(tamzabit)(tamahaq)
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さて近年 アルジェ リアにおいて,カ ビー ル系 ベ ルベ ル人(13)に よ る社 会運

動 が活発化 し,今 日まで一連 の騒 乱が各地 で勃発 してい る。その奥底 にあ る

の は,ア ルジェ リア政府 に よるベルベ ル語 の鎮 圧 であろ う。北 アフ リカ にお

け るイスラーム教 の普及に ともない,か つ てはベ ルベル人の 間でモハ ンマ ド

(Mohammad),サ ラ(Salah),ア リ(Ali),ハ デ ィージャ(Khadija),フ ァ ー

テイマ(Fatima)な どアラ ビア語起 源の名前が多 数を しめていたが,近 年 で

はこれ らに とって代 わって,ジ ュグル タ(Jugurtha),ア ギ レス(Aghiles),デ ィ

フヤ(Dihya)(14),タ ニ ナ(Tanina)な ど の名前 が付 けられ るようになった。

これ らの名称 はかつて歴史舞台で活躍 したベルベ ル人の名 にちなんだ もので

あ る。 こ うした動向はア ラブ的要素 を排除 して,か つて存在 した 自分た ちの

本 当の名前 を取 り戻そ うとす るベ ルベ ルの社 会現象 とい える。 さ らに地名 な

どに も,ベ ルベル語 にちなんだ ものが使用 され る ようになった。 かつて アラ

ブ人が北ア フリカを征服 した7～8世 紀 にか けて,ベ ルベ ル語 で示 され た地

名 が,こ とごと くアラビア語 に書 き変 え られて しまったが,こ うした圧力 に

対 す る長年 の うっ憤 の蓄積 が引 き金 とな って,再 びベ ルベル人 の アイ デ ン

テ ィテ ィを回復す る ことが,彼 らに とって急務 であった。 北ア フリカに侵 入

した アラブ人は,地 名 に限 らず大 学 などの名前,主 要な研 究機関の名称,さ

らには法律用語 な ども,お 構 いな くアラビア語 に よる命 名法 を採用 した こと

が,今 日明 らか となって きた。

ヨー ロッパにおいて 「ベ ルベル」 が意味 す るもの スペ イ ンの場 合

スペ イ ンにお いて 「ベルベ ル」(Berber)と い う用語 が,従 来何 を意味 し

て いたか を検 証す るには,ス ペ イ ンで刊 行 され たスペ イ ン語大 辞典(Gran

diccionariodelaLenguaEspanola,LAROUSSE)を 引 き合 いに出さなければな

らない。スペイ ン語の辞書 には"bereber"あ る いは"bereber"と あ る。 この

用語 は言語 その もの,あ るいはこの言語 を母語 とする住民 の総称 と して用 い
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られ ている。 この語彙 はギ リシア語の"barbaros"ま た は ラテ ン語の"barbarus"

が 語 源 であ るが,前 節で も触 れた ように,ベ ルベ ル語 の話者 が この用語 を使

用す る ことは決 して ない。 さ らにア ラブ人が彼 らを"a1-barbar"と 呼 んでい

ることか ら,結 果的 には ヨーロ ッパ人 やア ラブ 人の介 入に よって,こ の用語

が造 られた といえる。

アラビア語 の動詞"barbara"は,ア ラブ人 の地理学者 に よる中世の定義では,

alborotar,「 騒 ぎ立 て る」,armar「 武 装 させ る」,bullicio「 ざ わ め き」,

tumulto「 騒 動 」vocifear「 わ め き立 て る」,parlotear「 む だ話 をす る」,

murmur「 ぶ つぶつ言 う」,musitar「 つ ぶや く」,mascullar「 も ぐもぐ言 う」

であ った。 またその形容詞"barbari'が 示 すの は,人 種 的(民 族 的)定 義の

ほか に 「未 開 な野 蛮人」で あ り(15),そ の 内包的意 味 は否定 的であ る。 さ ら

にフラ ンス語 による 『ベ ルベ ル語 百科事典』E郷y610ρ64ゴ εB87δ27θIV(1987)

p.562・566に お い て"amazigh"と い う項 目を見 る と,"maxyes","mazyes",

"mazaces"
,"mazices","mazazaces"な どベルベルの部族名が示 されてい る。

語根 と しての 《MZR》 は,学 者 に よって見解が異 な るが,起 源 的 には 「自

由人」あ るいは 「高貴な人」 を示 してい る。 しか し現在,こ うした意味あい

でこの語 を使用 しているのは,ア ルジェリア南 部の都市 ジャー ネッ ト(Djanet)

とそ の周辺,ま たモロ ッコ国内の ご く限 られた地域であ り,「主人」,「主権者」,

「君主」 にその意味が転 じてい る(16)。

"ama
zigh"/"㎞azighen"と い う用語 は,ベ ルベ ル民族全般 に言及す る際 に

用 いるが,/z/の 発 音 は部族 によって地域格 差がみ られ る:

1.ア ル ジェリア北部ではその まま/z/で 発 音 され る

2.ト ゥア レグ系 のベ ルベ ル が居 住す るア ル ジ ェ リア南 部 の アア ガー

(Ahaggar)国 立 公園近郊や タッシ リ ・ナジェール(Tassiln'Ajjer)一

帯 で は/h/と な る:amahegh/imuhagh

3.マ リ南部やニ ジェールでは/j/に 移 行す る:amajegh/imujaghen

4.マ リ北部ア ドラル ・ヌ フガス(Adrarn'Fughas)山 地 では/s/と な る:

/imusagh
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イブン ・ハ ル ドゥー ンは彼の著 『ベ ルベ ル人の 歴史』 において,ベ ルベル

人の起 源に言及 し,先 祖 は《Mazigh》 と呼 ばれ たと指摘 してい る(17)。 近

年 に至 って は,ヨ ー ロッパや アラブ世界で今 日まで使 われて きた"Berbere"

とい う用語 にとって代 わって,モ ロ ッコや アルジ ェリアで は,"amazigh"が

特 に マ ス コ ミな どで使 用 さ れ る よ うに な った。 そ して フ ラ ンス 語 で も

"ama
zigh"が 一 般的 にな り,マ ス コ ミ界 の用語 として 定着 しは じめ,新 聞,

雑 誌 さらに文学 の分 野で も,こ の用語が 日常茶 飯事 となった。 こう した近

年の動向 に対 して,フ ラ ンス人LGalandは 長 年使われて きた<Berbさre>

に代 わって<amazigh>と い う用語 を,フ ランス語に導入す るこ とは,不 合

理である と主張 してやまない(18)。

しか しなが らこ うした主張 にも左右 されず,ア ルジェリアの諸大学 におけ

るベルベル語研究機 関では,正 式に<amazigh>と い う用語 を使用 し始 めて

い る。 こう した試 みは,ま ずは アルジェ リア北部 のカビー ル系 ベルベ ル人の

TiziOuzou県 やBejaia県(19)の 大 学機 関で着手 され,そ の後 は欧米 に居住 す

るベルベル人の間でベルベル文化保存 同好 会の設 立へ とつ なが っていった:

TheamazighVoice(ア メ リカ合衆国 ブルー ミン トン)

Imazighen-VereinfiirKulturaustansch(ド イ ツ フラ ンクフル ト)

AssociationTamazgha(フ ラ ンス パ リ)

CultureleAmazighVereniging(オ ラ ンダ アムステルダム)

Asociaci6ndeCulturaTamazight(ス ペ イ ン グ ラナ ダ)

北アフリカ史の中のベルベル人

北アフリカ史を眺めるにあた り,ど のような側面に焦点をあてて考察を試

みるのかという前提を,ま ずもって明 らかにしなければならない。それはこ

の地域の歴史を宗教的側面からとらえるのか,あ るいは民俗学,社 会学の立

場から論ずるのかでは,お のずとその視点が異なって くるからである。言い

換えれば,当 初アラブ人によって普及 したイスラーム教を主題に据 えるのか,
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あるいはアラブ人でありながらキリス ト教 を奉ずる住民がいるシリア,レ バ

ノン(20),パ レスチナ,イ ラク,エ ジプ トの現状に触れるのか,さ らにはベ

ルベル,ト ルコ,ク ル ド,イ ラン,パ キスタンなど人種的にはアラブではな

いイスラーム教徒を取 り上げるのか,こ うした宗教 と民族が別の観点である

ことを念頭において本題に着手 しなければならない。さらにこうした問題を

より複雑にしているのは,少 数なが ら北アフリカに居住 し,キ リス ト教徒や

イスラーム教徒 とは一線を画すユダヤ教徒の存在である。今日まで北アフリ

カのイスラーム化 とアラブ化を主題 として,多 くの研究がなされてきたが,

この二つの概念を明確に区別 しない限 り,「ベルベル」にまつわる問題 は,

その輪郭が決して浮き彫 りになることはない。

本稿で順次取 り上げてい く 「ベルベル」に関するテーマでは,彼 らがイス

ラーム化するにはたった2世 紀を要 したいっぽう,北 アフリカのアラブ化に

は,ア ラブ人による征服後,3世 紀あまりが経過しているという歴史的事実

を,ま ず もって認識することが不可欠であろう。

一 アラブ人 による北 ア フリカ征 服の過程

アラブ人に よる北 ア フリカの イスラーム化 が,比 較 的容易 に進ん だ要 因の

一つに
,東 ローマ帝 国の衰退 をあ げる ことがで きる。特 に6世 紀 北 アフ リ

カへ のヴ ァンダル族 の侵入以降,こ の地域 の住民 は ローマの支配の弱体 とと

もに,キ リス ト教会 が説 くカ トリックへ の信 仰心 を失い,次 第 にキ リス ト教

ア リウス派や イス ラーム教 の教 義 に傾斜 してい った。 この時期 ゼ ナー タ系

(Zenata)ベ ルベ ル人(21)も この地域で台頭 しつつあった。北 アフ リカにお い

てイスラーム教普及 の重要な拠点 となったのは,チ ュニ ジアの カイ ラワー ン

(Kairoan)と モ ロ ッコの フェズ(Fez)で あ り,ベ ルベ ル人の イス ラーム化

もこれ らの都市 の近郊で は じまってい る。東方 ア ラブ圏 とは趣 を異 に して,

北 アフ リカー帯 の西 方イス ラー ム圏では,今 日で も聖者信仰 が健全 であ る理

由は,ベ ルベル人に よる多 神教が イス ラームの到 来以前 に,こ の地で盛 んで

あった ことに端 を発 している。ベ ルベ ル人たちはRibatと 呼 ばれる要塞 を兼
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ねた僧院を住居 としたイスラーム隠者のもとで,彼 らの健気なイスラーム信

仰を保持 したことが多 くの資料で確認 されている(22)。

ベルベ ル民族の系統:ゼ ナータ系 ,マ スムー ダ系,サ ンハージ ャ系

ベ ルベ ル人は ,民 族 的観 点か らは三つ の系 統 に分類 され る。そ の うち遊牧

生活 を営 んでいたゼナー タ系 ベルベ ル人 は,中 世 には リビア南西部 フェ ッザ

ン(Fezzan),チ ュ ニジアの カイラワー ン(kairoan),ア ル ジェ リアの トレム

セ ン(Tlemcen),モ ロ ッコ南部の シジルマ ッサ(Sijilmassa)に 次 々に王国

を築 き,フ ェズ(Fez)さ らにはモー リタニア方面 にまでに至 った とされる。

前節で引 き合 いに出 した トゥアレグ系ベ ルベル人 は,こ のゼナー タ系 ベルベ

ルー族のBanuIfren(23)の 血 統 を引 き継いで いて,ア ル ジェ リアの タマ ンラ

セ ット県西部Hoggar山 中 に洞窟壁画 を残 している(24)。 こ れに対 しマスムー

ダ系ベ ルベ ル人(Masmuda)は,モ ロッコの アンティ ・ア トラス山脈 マ ラー

ケ シュ東方約30キ ロにあるAg㎞at周 辺 で,定 住民型の生活 をお くっていた。

ベ ルベ ル人の伝 説に よると,7～8世 紀 この一帯のベルベル人 はキ リス ト教

徒 であ った とい う。その後10世 紀 には,サ ンハー ジャ系 やゼ ナー タ系ベ ル

ベ ルが流入 し,12世 紀 にはアラブ系遊牧民 であるベ ドウィ ンが居住す る地域

となった。

サ ンハ ージ ャ系ベ ルベ ル人 に関 しては,紀 元前10世 紀 に さか のぼ る古 い

記述が確認 されていて,彼 らは北サハ ラ,ス ー ダ ン方面 か ら遊牧民 としてセ

ネガル,ア ル ジェリア,大 西洋岸へ と様 々な方面 に至 った とされ る。地 中海

を超 えて南ス ペ イ ンのアル ・ア ンダルス に まで勢力 を拡 大 したズ ィー ル朝

(972-ll48)の 起 源は,こ のサ ンハ ージ ャ系 ベ ルベ ルで あ り(25),本 稿 の 冒頭

で取 り上 げたアル ジェリア北部に居 住す るカ ビー ル系 ベルベル人 は,こ の系

統 を継 いでい る。結局 アル ・ア ンダルスの グラナ ダに興 ったズ ィール朝系 タ

イフ ァ王 国は,1090年 ム ラー ビ ト朝 に よって終止符を打 つ ことになった。

ムラー ビ ト朝(1056-1147)も 同 じベルベ ル系 イスラー ム王朝 で,当 初 は宗

教戦士集 団 として成立 し,1062年 に モロ ッコのマ ラーケ シュを首都 に定 めた。
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ア ラ ブ系 イス ラー ム王朝であ るア ッバース朝(75(>1258)カ リフの宗主権 を

容 認す るの と引 き換 え に,ム ラー ビ ト朝 はモ ロ ッコ北 部 も支 配下 に置 き,

1091年 に は南 スペ イ ンのセ ビ リア を占領 し,ア ッバ ー ド朝 を滅 ぼ した。12

世 紀 にな ると今度 はイブ ン ・トゥーマ ル ト(lbunTumart)が マ ス ムー ダ系

ベルベル人 を統一 し,ム ワ ッヒ ド朝(Almohads)(26)を 興 し,ll47年 にはム

ラー ビ ト朝 の首都 マ ラー ケシュは陥落 した。彼 はみずか らを救世主 と称 して

宗 教運動 を組織 し,ベ ルベ ル人 に広 く受 け入 れ られた。唯一神 を奉 じるア ラ

ブ系 イス ラーム教徒 の間で は,神 格化 につ なが るこ うした個人崇拝 が浸透 す

る土壌 はまず 育たないが,前 にも取 り上 げた 《7～8世 紀 にマ ラーケ シュ近

郊 のAghmatの 住 民 はキ リス ト教徒 であった》 とす るベ ルベ ル伝説 が ここで

かな り信 慧性 を帯 びて くる。

ア ラブ系 遊牧民の流入

さらに北 ア フ リカの言 語事情 を考察す る上 で,忘 れて はな らないの は ヒ

ラール部族"BanuHilal"の 存 在で ある。彼 らはナイル川上流の上エ ジプ トと

呼ばれ る地域 に起 源を もつ ア ラブ系遊牧民で,ll世 紀 に北西 ア フリカを舞 台

に活動 し,「 ベ ドウ ィン」 と呼 ばれ る部族集 団 となった。彼 らは フ ァーテ ィ

マ朝の命 を受け,ア ル ジェリアで はベ ルベ ル系 のズ ィール朝やハマ デ ィー朝

(1008-1152)と 争 って勝利 した ㈱ 。イブ ン ・ハ ル ドゥー ンをは じめ多 くの史

書 も,農 耕民 族 と遊牧民 族の度 重 なる抗 争 の起 源 は,彼 らにある と指摘 す

る(28)。

こ の ヒラー ル部族 に よって,北 ア フリカ地域 に アラビア語 やアラブ文化 が

急速 に普及 したが,一 部 の部族 が話 していたア ラビア語ベ ドウ ィン方言の一

つ とされ るハ ッサ ニア語(Hassaniya)も ,ベ ルベ ル語の消滅 に拍車 をかけ

た(29)。
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むすびにかえて=リ ングア ・フラ ンカにみる北ア フ リカの言語事情

かな り以前になるが,筆 者は 「イベリア半島における傍層言語理論の検証

一基層言語 ・上層言語との関連において一」(30)と題して言語の基層,上 層,

傍層の相関関係をとり上げた。その折,ア ラビア語が南スペインにもたらし

た言語上の諸相に言及 しつつ,ス ペイン語 ポル トガル語,カ タルニア語,

さらにはバスク語の例 を示したが,本 稿ではこうした言語理論について北ア

フリカを舞台として検証 していくことになる。《基層》 とは 「ある話 し言葉

がある一定の地域で,様 々な要因によって他の言語にとって代 わられる場

合」(31)であり,ま た 《上層》とは 「ある言語が他の言語の領域に大 きく侵

入 しなが らも,最 終的にはい くつかの痕跡 を残 して消滅 してしまうような場

合」(32)である。 さらに 《傍層》 とは 「二つの言語が隣接 している地域で,

言語現象に相互の影響がある場合」(33)を さす。近年に至 ってしば しば引 き

合いに出される 《言語の ピジ ン・クレオル化》(34)や 《リングア ・フラ ン

カ》(35)な どの考え方 も,北 アフリカのような広大な地域では,一 連の言語

現象を考察する上で大いに参考になろう。

アラビア語,ベ ルベル語,ヘ ブライ語,俗 ラテン語,さ らには近代の植民

地政策の関係で導入されたスペイン語,フ ランス語 イタリア語などが北ア

フリカでどのように推移 してきたのかを,筆 者はセム ・ハム言語学 とロマ ン

ス語言語学の二つの立場から,共 時態的あるいは通時態的に把握 したい と考

えてきた(36)。次回か らはアラビア語口語 とベルベル語口語の諸相について

論 じていく予定であるが,外 国に居住した出稼ぎ労働者が持ち帰ったスペイ

ン語,フ ランス語,ド イツ語,カ タルニア語などの借用語使用の問題など,先 々

には社会言語学的観点 も視野に入れて考察を進めることになろう。

〔註 〕
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で約11万 人,Bejaiaは 約9万 人 と推 計 され て い る 。

20)レ バ ノ ンは 人 種 的 に は ア ラ ブ で あ りなが ら,イ ス ラー ム教 徒 と キ リス ト教 徒 の 数

が 拮 抗 してい て,1975年 ～1989年 に は主 導 権 を め ぐっ て両 派 の 内 戦 が 続 い た。

21)ゼ ナ ー タ系 ベ ルベ ル遊 牧 民 は,当 時 北 ア フ リカ の モ ロ ッ コ方 面 に も勢 力 を伸 ば し,

リー フ 山 脈 に も定 住 した。12世 紀 に モ ロ ッ コ に成 立 したマ ー リ ン朝(1196～1465)

は そ の末 喬 で あ る。

22)現 代 ス ペ イ ン語"Rabida"「 要 塞 を兼 ね た僧 院」 の語 源 は/ribat/で あ り,こ の 語
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は ア ル ・ア ンダ ル ス の ア ラ ビ ア語"rabita"を 介 して派 生 して い る 。 イ ス ラ ーム 隠 者

た ち は 僧 兵 の 役 割 も兼 ね,い わ ば キ リ ス ト教 に お け る 騎 士 修 道 会 で あ る。 詳 細 は

Franco-Sanchz,F.(ed)"LarabitaenelIslam"Estudiosinterdisciplinares,Congresos

InternacionalesdeSantCarlesdelaRabita1989-1997,UniversidaddeAlicante,Alicante

(2003)な お1039年 に 興 っ た ベ ル ベ ル 系 の ム ラ ー ビ ト朝(ヨ ー ロ ッ パ 語 名 は

Almoravid朝)も この 語 源 で あ る。

23)本 稿 注4)で ベ ルベ ル 語 にお け る複 数概 念 は,接 頭 辞 と接 尾辞 の 組 み 合 わ せ(i--en)

に よっ て 示 され る と し たが,"ifren"は"afar"の 複 数 形 で あ る。 当 時 ロ ー マ 人 た ち は

BanuIfren「afarの 息 子 た ち 」 の 土 地 を,ア フ リ カ"Africa"と 名 付 け た と の記 述 が

あ る。 詳 細 に つ いて は,BabingtonMichell:"TheBerberslarelationentreAfricaet

Ifi-en"JournaloftheRoyalAfricanSociety,OxfordUniv.(1903)p.161

24)詳 細 に つ い て は石 原 忠 佳 『ベ ル ベ ル 人 とベ ルベ ル語 文 法 』 新 風 舎(2006)pp.10-15

25)サ ンハ ー ジ ャ系 ベ ル ベ ル人 の 詳 細 に つ い て は石 原(2000)p.20・24を 参 照

26)宗 教 的 観 点 か ら し て 注 目 に値 す る の は,東 ア ラ ブ周 辺 の ア ラ ブ 諸 国 とは 異 な り,

北 西 ア フ リカ で は今 日で も聖 者 信 仰 が 盛 ん な点 で あ る。 この 地 域 特 有 の イス ラー ム

神 秘 主 義 教 団 の 存 在 な ど は,IbnTumartの 宗 教 観 との 関 連 で 考 察 で き る。

27)ハ マ デ ィー 朝 は従 来 フ ァー テ イマ 朝 下 の イス ラー ム 教 シー ア派(イ ス マ ーエ ル派)

の 教 義 を奉 じて い た が,ア ッバ ー ス 朝 を 正 統 カ リ フ と認 め た 後 はス ンニ ー 派 の 教 義

を 用 い た 。 ベ ル ベ ル と シ ー ア派 の関 連 につ いて は,石 原 忠 佳 「イ ス ラ ム教 」 川 成 洋,

坂東 省 二(編)『 ス ペ イ ン文 化 事 典 丸 善』(2011)pp.620-621

28)Ballais,Jean-Louis:"Chapter7:Conquestsandlanddegradationintheeastern

iVlaghreb"p.134,InBarker,GraemeandGilbertson,David(2000)73zeArchaeologyof

Drylands:LivingattheMarginRoutledge,Londres,Volumen1,ParteIII-Saharay

Sahel,(2000)pp.125-136;IbnKhardun:Peuplesetnationsdumonde,selected

translationsbyA.Cheddadi,2vols,Pans

29)当 時 ハ ッサ ニ ア 語 を話 して い た べ ドウ ィ ンー 族 は,厳 密 に は 「ハ ッサ ー ン部 族 」

と呼 ば れ て い た 。 ハ ッサ ニ ア 語 は15～16世 紀 植 民 地 化 さ れ る 以 前 の モ ー リ タニ

ア や 西 サ ハ ラ で 広 く普 及 して い た。 現 在 は 南 モ ロ ッコ,マ リ,ニ ジ ェ ー ル で も話 さ

れ て い るが,モ ー リ タニ ア南 部 で話 され る ハ ッサ ニ ア語 に は,ベ ル ベ ル語 細 分 化 方

言 で あ る ゼ ナ ガ 方 言(Zenaga)か らの 借 用 語 が 豊 富 で あ る 。

30)"ASurveyfortheAdstratumTheoryintheIberianPeninsulawithreferencetoits

SubstratumandSuperstratum"inStudiesIcomparativeCulture,volume12(1994)

31)イ ベ リ ア半 島 の例 で は,ケ ル ト ・イ ベ リア語 の 口語 が ロ マ ンス語 の基 層 で あ る

32)イ ベ リ ア半 島 の 場 合 《上 層 》 の例 と して,711年 の ア ラ ブ 人 の 南 ス ペ イ ン侵 入 以 来,

ア ラ ビア 語 が ス ペ イ ン語 に及 ぼ した影 響 を指 摘 で き る

33)イ ベ リ ア 半 島 に お け る 《傍 層 》 の 例 と して は,主 に ス ペ イ ン語 と ポ ル トガ ル語,

さ らに ス ペ イ ン語 とカ タル ニ ア語 の 関係 をあ げ る こ とが で き る



(36)

34)"Pidjin-creole"の 定 義 に 関 して 「基 盤 と なっ て い る 言語 が 他 の 言 語 との接 触 の 結 果

い ち じる し く変 化 し た もの を ピ ジ ン語 と い い,ピ ジ ン語が そ の 地 域 の 集 団 の母 語 に

まで発 展 した 場 合 ク レオ ル 語 と呼 ぶ 」 とあ る

35)"lingua-franca"は 広 義 で は 「母 語 を異 にす る人 々 が相 互の 理 解 の た め に用 い る 言 語 」

で,こ の意 味 で は ど ち らか の話 し手 の母 語 で あ っ て も,そ うで な い 第3の 言 語 で あ っ

て も よ い と さ れ る。 多 言 語 が 混 在 す る北 ア フ リ カで は,コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの た め

の 言 語 を定 義 した この 《リ ング ア フ ラ ン カ》 の概 念 は極 め て 重 要 で あ ろ う。

36)ア ラ ビ ア語 関 して は,厳 密 に は西 方 マ グ レ ブロ語 とハ ッサ ニ ァ語 の使 用 地域 の 推 移,

また ヘ ブ ラ イ 語 の 関 して は,北 ア フ リ カ在 住 のユ ダ ヤ 系ベ ル ベ ル人 の 言 語 を念 頭 に

お い て い る。 な お ユ ダ ヤ系 ベ ル ベ ル人 に 関 して は,最 近手 に し た シ ュ ロモ ー ・サ ン

ド著 『いか に して ユ ダ ヤ 人 は つ く られ た か一 聖 書 か ら シオ ニ ズ ム ま で一 』Shlomo

Sand,Commentlepeoplejuiffutinvente‐DelabibleausionismeparsilvanCohen-

WiesenfeldetLevanaFrank,Fayad,(2008)の 第4章pp.304-320に 示 唆 深 い 記 述 が あ っ

た。
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